
大問１ 

 １：①   ２：③   ３：②   ４：②   ５：④   ６：③  

 ７：①   ８：③   ９：②   10：③   11：④   12：③ 

 

大問２ 

 １：③   ２：②   ３：①   ４：③   ５：②   

 ６：④   ７：③   ８：③   ９：④   10：① 

 

大問３ 

 １：④   ２：③   ３：③   ４：④   ５：④   

 ６：③   ７：④   ８：①   ９：②   10：② 

 

大問４ 

 １：③   ２：②   ３：①   ４：①   ５：④   

 ６：①   ７：③   ８：②   ９：③   10：① 

 

  



 

～講評～ 

大問１ 前期と同様の形式。平易なレベルであり、出来るだけ無失点で切り抜けたい。 

大問２ AI に関する標準的な長文読解問題。近年英語の長文問題だけでなく、小論文でも出題が予想されるテーマ

であり、取り組み易かったものと思われる。 

大問３ 乳幼児死亡率に関する長文読解問題。本問のように選択肢の多くが日本語で出題されている場合は、ある

程度それを手がかりにして英文を読んでいくことがスムーズに処理するコツであろう。 

大問４ 人の振舞い方に関する長文読解問題。ほとんどの受験生は大問１から順番通りに解いていったと思われる

が、この大問４で時間切れになった受験生も多かったであろう。そういう意味で大問４はやや難しい部類に

入ると考えられ、大問１～大問３できちんと得点できた受験生は、大問４の正答率が 50％くらいであったと

しても、さほど悲観する必要はないだろう。 

 

大問数は前期と同じく４問。難易度・出題形式ともに前期と同様であった。長文読解問題の比重が高いため、手際

よく処理する必要はあるが、難問奇問の類は見られないので、出来るだけ高得点を狙いたいところ。ただし、最後の

方でのスタミナ切れには要注意。合格のために必要と考えられる得点は 70 点以上。 

 

 


